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せ，豊かな情感を湛えたヴィルレ virelai，バラード ballade，ロンドー rondeau
を多数生み出したのである。この時期における最大の作曲家マショー Guil-






















































































譜例 1 Machaut Ballade 4〈Biaute
qui toutes autres pere〉
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doulz resgars」〉の後半である［譜例 5］。ここでは e－g－h から構成される
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